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　「内子町まちづくり講演会」（内子町まちづくり研究会
主催）が11月14日、内子自治センターで開かれました。
第１部ではデザイナーの梅原真

まこと

さんと原研
け ん や

哉さんが、デ
ザインの視点から見たまちの魅力について講演。第２部
では江戸川大学の鈴木輝

てるたか

隆さんを加えた３人が鼎
ていだん

談し、
「日本の文化資源を生かし、世界の人が尊敬するまちづく
りをしてほしい」と呼び掛けました。

持続可能で元気な町をつくる

「内子町まちづくり講演会」

３人の鼎談に、満員の会場が熱気にこもった

雨の中、清掃活動に励む参加者の皆さん

小田深山が好きな人、集まれ
「小田深山げんき森

も り も り

森集会」

　小田深山ファンが集う「第１回小田深山げんき森森集
会」（内子町主催）は 11 月 14 日、小田深山渓谷で開か
れました。雨のため少人数での集会になりましたが、植
栽や清掃活動、座談会などを行いました。
　座談会では「子どもたちにもっと自然の良さを伝えた
い」「定期的に清掃活動をしよう」など、小田深山に対
する夢や思いを語り合いました。

「薬師の大イチョウ」の下を駆け抜ける参加者

山里で秋風と自転車に乗って

小田の巨木を巡るサイクリング

　「サイクリングで巨木めぐり～山里の宝探しin内子～」（同
実行委員会主催）が 11 月 15 日、小田地域で行われまし
た。コースは寺村地区から上川地区までの往復約 20㌔。
巨木を巡りながら、見頃となったイチョウを楽しんだり、
地元食材で作った昼食を食べたりしてゴールを目指しま
した。参加者はゴール後、「景色がきれいで気持ちよかっ
た。疲れを感じなかった」と爽やかに話していました。

　着物で内子町を楽しむ「きもの女子旅」（ユニークツアー
主催）は 11 月８日、八日市護国の町並みなどで行われ、
華やかな着物に身を包んだ 21 人が参加しました。趣向
を凝らした企画には地域住民が協力し、内子町の特別な
１日を演出しました。
　一行は八日市護国の町並みをそぞろ歩いた後、内子座
に移動。紙吹雪が舞う花道を歩くというアトラクション
を体験しました。そして夕食の会場は高橋邸――　地元
料理店「神田」の久保和

かずまさ

賢さんが協力して、エディブル
フラワー（食べられる花）などの創作料理を提供しまし
た。また帰り道の町並みでは、八日市護国町並保存会が
行灯のライトアップでお出迎え。観月会などの特別な日
にしかしない演出を味わった参加者からは、喜びと感嘆
の声が上がっていました。
　大洲市から参加した女性は「風情ある町並みを着物で
歩くと気持ちが良かった。紙吹雪やライトアップなど、
どれもすてきな体験で、大変満足な１日になった」と笑
顔を見せました。

着物で楽しむ内子の風情――
「きもの女子旅」～花と着物と町灯り～

1_内子座の舞台で記念撮影　2_花吹雪の花道を楽し
む参加者　3_美しくおいしい料理が参加者を魅了　
4_ライトアップされた町並みには着物が似合う

　内子町観光協会と内子町町並みガイドの会は10月16
日、まち歩きプロデューサーの茶谷幸

こ う じ

治さんを講師に招
き「まち歩き講座」を開きました。まち歩きの人の輪づく
りを目的に、商店と対話するまち歩き体験や茶谷さんと
の座談会が行われ、30人を超える参加者が学び合いまし
た。茶谷さんは「商店街や村並みの『ねき歩き』は全国の
まち歩きと比べても上質」と評価していました。

まち歩きの達人とまちの魅力を再発見

商店街などを舞台に「まち歩き講座」

　高橋龍
りゅうたろう

太郎氏の生家・文化交流ヴィラ「高橋邸」で
10 月 27 日、月遅れの芋名月が開かれました（風雅主催）。
離れ座敷ではヴァイオリン奏者の原瀬万

ま り こ

梨子さんとフ
ルート奏者の木藤麻

ま い こ

衣子さんによる演奏会が開かれ、「星
に願いを」や「めぐりあい」など全 10 曲を披露。訪れ
た人は屋敷の風情や手作りの団子を楽しみながら、美し
い音色に耳を傾け、優雅なひとときを過ごしました。

秋の月夜を楽しむコンサート

高橋邸で恒例の「芋名月」

八幡神社を案内するねき歩きガイドの古田俊
としあき

明さん

暖かくやわらかな音色が旧家を包む
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　内子座を舞台に活動する劇団「オーガンス」（徳田幸
こうじ

治
代表）は 11 月 15 日、内子座で第 17 回定期公演『ハロウィ
ンの夜』を上演しました。昨年 20 周年を迎えて、また
新たな一歩を踏み出した劇団オーガンス。今年はプロの
まねをして楽しもうと、タオルやシャツのオリジナルグッ
ズの制作・販売にも挑戦しています。訪れた約 400 人の
観客の期待に、円熟さを増した演技で応えていました。

劇団オーガンスが贈る楽しい一夜

第17回定期公演『ハロウィンの夜』

舞台で繰り広げられるドタバタ劇に止まない笑い声


